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１．はじめに 

 トラス橋圧縮部材の設計では，両端の格点部をピ

ン結合と仮定して，道路橋示方書に定めた許容圧縮

応力度曲線に従って，応力照差を行うのが一般的で

ある．しかし実際には格点部ではガセットプレート

により部材が結合されているため，終局状態におけ

る強度や変形特性は必ずしもピン結合に理想化した

場合のそれらと一致するとは限らない． 
そこで，本研究では，FEM数値解析手法によりガ

セットプレートによる拘束条件が圧縮部材の終局強

度と変形性能とに与える影響を検討し，トラス橋圧

縮部材の精度の良好な終局強度および変形挙動を解

明するとともに，より経済的な許容圧縮応力度曲線

の提案を試みている． 
２．解析概要 

 道路橋示方書に従って設計された２主構の単純下

路式トラス橋を解析対象としている(図-1)．本解析

では，対象橋梁において，最も厳しい圧縮部材であ

り、無補剛箱形断面を有する上弦材 U3 を着目部材
とした．部材 U3の断面形状および寸法を図-2に示
す．この着目部材が①一本の圧縮柱と見なす場合の

挙動と，②２次元トラス橋の全体モデルの中におい

て，格点部をピン結合でモデル化した場合、③剛結

合でモデル化した場合，および④実構造に近似する

ように板要素でモデル化した場合とを比較し，トラ

ス橋圧縮部材の精度の良い終局強度と変形性能とを

求め，簡易設計法について検討する． 
 

 

 

 

 

図-1 トラス橋主構平面図および部材名図 

 

 

 

 

 

図-2 断面形状図   図-3 応力-ひずみ関係 

解析に用いた応力－ひずみ関係を図-3に示す．なお，

文献 1)を参考にし，矩形分布の残留応力を導入した
解析も実施している．また，文献 2)にしたがって，
上弦材は正弦半波形の初期たわみを考慮し，隣接部

材の初期たわみの方向は着目部材の強度を最も低く

するように与えている． 
 ガセットプレートの影響を考慮するため，図-4と

図-5とが示すように，格点部を板要素で，主構の他

部材を梁・柱骨組要素でモデル化している．ガセッ

トプレートと主構の他部材とは剛体要素で連結して

いる．実施した解析の内訳を表-1に示す． 
３．解析結果 

各解析ケースの着目する部材U3において，平均圧
縮応力σcと中央部のたわみw+w0との関係を図-6 に

示す．図-6中の平均圧縮応力は部材に作用する圧縮

軸力から算出し，降伏応力σyで無次元化している(図
-6(a))．また，ガセットプレートの影響を考慮した解
析モデルmodel-bの着目部分の応力コンター図およ
び変形図を図-7に示す．なお，わかりやすくするた

め，変形図は 30倍と拡大している． 
図-6より，model-a および model-b のいずれにお 
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(a)ガセットプレートと圧縮部材の要素分割状

4分割

(b)解析モデルの全体図  
図-5 解析モデル model-b 
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表-1 解析モデルの内訳 

b-s 単純支持

b-f 固定支持

b-s-cr 単純支持

b-f-cr 固定支持

truss-h ピン結合

truss-r 剛結合

truss-h-cr ピン結合

truss-r-cr 剛結合

model-a あり

model-b なし

着目部材
U3純圧縮
解析

２次元
トラス橋
全体解析

両端境界条件およ
び格点部モデル化

実構造に近似する
板要素モデル化

解析モデル 解析タイプ

あり

残留応力

なし

あり

なし

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

)残留応力なし     (c)残留応力あり 

  

いても，最初に座屈した圧縮部材に座屈変形が集中

部材

ートを考慮した許容応力度曲線 

8より，提案した許容応力度曲線は従来の許容 

(b

図-6 着目する圧縮部材の終局強度曲線 

 

するため，着目部材 U3 の終局圧縮強度と終局状態
後の部材の変形挙動両方とも，両端固定支持条件の

圧縮柱とほぼ一致していることが分かる．なお，同

図(b)と(c)とを比較して，ガセットプレートの影響を
考慮した際に，残留応力の有無が部材の終局圧縮強

度に及ぼす影響は小さいことが確認できた． 
 図-7より，トラス橋が終局状態に達した時，

の柱としての全体座屈モードが卓越することが分か

った．終局状態に達した後に，変形の増加に伴うガ

セットプレートと部材との接合部分での応力集中現

象が確認され，塑性ヒンジ的な現象が形成すること

が予測できる． 
４．ガセットプレ

 固定支持圧縮柱のパラメータ解析を行って，ガセ

ットプレートの影響を考慮した圧縮部材の耐荷力曲

線を求め，その曲線を安全率 1.7 で割ったものを，

トラス橋圧縮部材の実務設計に適用できる許容圧縮

応力度曲線として，提案した(図-8)．なお，設計の

簡便さを図るため，部材の骨組長を有効座屈長とし

た． 
 図-

 

 

 

図-7 着目圧  

 
(e)凡例(単位：N/mm2) 
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図-8 提案した許容応力度曲線 

 

力度曲線と比べ，細長比が l/r＞30 の範囲におい

屈した圧縮部材に座屈変形が集中するた

ⅱ トを介して連結されるトラス橋圧

ⅲ 設計手法は安全側であ
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(c)終局状態後 (d)破壊状態 
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